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静岡県　富士市

都市再生整備計画　事後評価シート

平成27年1月

吉原地区



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 330ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業
提案事業

基幹事業

提案事業
当　初
変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり

なし ●

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

●

●

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

吉原商店街振興組合「吉原宿一の市」
都市再生整備計画に記載し、実施できた

国費率

平成26年7月には第80回を開催し、今後とも吉原商店街振興組合による
市民も出店できる「吉原宿一の市」の開催が見込まれる。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

市民自らが情報提供者となり、現在のまちの様子や歴史などの地域に
密着したまちの魅力を発信する番組を支援する。

平成27年11月

効果発現要因
（総合所見）

都市再生整備計画に記載し、実施できた

平成22年度～平成26年度 平成26年度事後評価実施時期

なし

数　　値

持続的なまちづくり
体制の構築

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

平成22年度～平成26年度

変更なし

静岡県 市町村名 富士市 地区名

事業名
なし当初計画から

削除した事業

951.0百万円

吉原地区

交付対象事業費

Ｈ26

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

― ―

平成27年11月△

平成27年11月

1年以内の
達成見込み

目標
達成度※１

効果発現要因
（総合所見）

平日の吉原商店街の来街者数は減少傾向に歯
止めをかけることができなかったが、休日では
増加傾向にあり、来街者をもてなすソフト面の
取り組みもアクセス性を向上させるハード面の
整備も一定程度貢献している。

フォローアップ
予定時期

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

「ラジオエフ（ふじコミュニティエフエム）」富士市提供番組
都市再生整備計画に記載し、実施できた
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

「富士つけナポリタン」大志館スタッフミーティング
都市再生整備計画に記載し、実施できた

富士市立高等学校ビジネス部チャレンジショップ「吉商本舗」
平成26年7月には10周年をむかえ、今後とも富士市立高等学校ビジネス
部による「吉商本舗」の運営が見込まれる。

交付期間
の変更

平成27年11月

モニタリング なし

Ｈ26

数　　値

今後の対応方針等

 ５）実施過程の評価

交付期間の平成22年度～平成26年度には、以下のことから、まちのにぎわい再生につながる動きがあった。
・富士山世界文化遺産登録（平成25年6月）やB-1グランプリ初出場（平成23年11月）を機に、マスコミから市役所へのロケ地紹介や問合せが多く、富士山周辺や「富士つけナポリタン」がTV放映され、発祥の地である吉原商店街に観光客が訪れるよう
になった。
・吉原バル（第1回：平成23年2月、以降6回まで開催：毎回約20-30店舗が出店）など、吉原地区での新たなイベントが始まった。
・吉原商店街の西側にて、店舗面積が1000㎡を超える大規模小売店であるアピタのリニューアル（平成23年10月）、クロスガーデン＜コープ、エディオン＞（平成23年6月）のオープンがあった。
・吉原の中心市街地及び商店街に多く点在する遊休不動産を活用した様々な事業を実施する富士山まちづくり会社の設立（平成25年6月）があった。
・吉原祇園祭に和田八幡宮の氏子の参加が定着してきた。

その他の
数値指標２

商店街へのアクセス性の満足度
（歩道の歩きやすさ・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰに対す
る満足度）

％

今後とも吉原祇園祭実行委員会と吉原祇園祭青年長会議による「吉原
祇園祭」の準備・練習等を通じた世代を超えた交流が見込まれる。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった
吉原祇園祭実行委員会、吉原祇園青年長会議

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

来街者数（平日・歩行者）

来街者数（休日・歩行者＋自転
車）

人/日 493 Ｈ21

指標２ Ｈ21

指標３

指標1

商店街のにぎわいの創出に対す
る満足度

26.5

518

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

Ｈ21

平成27年11月

％ 6.4

人/日 576 Ｈ21
平日の吉原商店街の来街者数は減少傾向に歯
止めをかけることができなかったが、休日では
増加傾向にあり、来街者をもてなすソフト面の
取り組みもアクセス性を向上させるハード面の
整備も一定程度貢献している。

576

―

影響なし
道路事業：臨港富士線
公園事業：吉原公園整備事業
地域生活基盤施設：（仮）吉原中央駅南自転車駐輪場

実施状況

商店街へのアクセス性の満足度
（道路の走りやすさ）

％

59.9

Ｈ21

511

Ｈ26

－

 １）事業の実施状況 ―
削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

地域創造支援事業：まちづくりﾗｼﾞｵ番組提供事業
事業活用調査：事業効果分析調査
まちづくり活動推進事業：つけﾅﾎﾟﾘﾀﾝ推進事業

△

目標
達成度

△

26.9

6.7

―

1年以内の
達成見込み

道路事業：依田原国道線、伝法原田線、左富士臨港線、国久保二丁目1号線、吉原勢子辻線外9路線
地域生活基盤施設：歴史案内板設置事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

指　標
フォローアップ

予定時期

関連事業より移行
関連事業より移行
富士市自転車利用総合計画の位置づけられたことにより追加

―

新たに追加し
た事業

なし

「富士つけナポリタン」の普及推進によるシティセールスや商店街と市民
活動の中心となっている富士TMOタウンマネージメント吉原を引き続き
支援する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した
都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった住民参加

プロセス

29.0

7.0

その他の
数値指標1

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

40.6



様式２－２　地区の概要

単位：人/日 576 H21 576 H26 518 H26

単位：％ 6.4 H21 7.0 H26 6.7 H26

単位：％ 26.5 H21 29.0 H26 26.9 H26

目標値 評価値

吉原地区（静岡県富士市）　都市再生整備計画の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

来街者数
（平日・歩行者）

商店街へのアクセス性の満足度
（道路の走りやすさ）

東海道の宿場町として栄えた歴史ある中心市街地「吉原地区」において、まちづくりに必要な事業を総合的に推進し、
「まちの顔」にふさわしいにぎわいの再生を図る
①安全・安心かつ快適なまちづくり　②協働による市民主役のまちづくり　③情報を活用したまちづくり　④吉原地区
の歴史・文化を活かしたまちづくり

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

■効果を持続させるために行う方策
・これまでに整備したハード面を活かしつつ、市民、商店街振興組合、NPO、TMOなどが来街者をもてなすソフト面の取り組みを行政が支援する。
■改善策
・建築物の用途や屋外広告物に関するルールなどの導入をめざす。
・民間も含めて既にある施設を活用した来街者の車両の受け入れ、及び公共交通での来街者の受け入れをめざす。

まちの課題の変化

・吉原宿を総合的に紹介する歴史案内板を初めて設置し、あわせて点在する吉原祇園祭の６神社に説明案内板を設置して回遊性を促した。
・富士山信仰拠点の一つである東泉院跡地を吉原公園の拡張整備として、歴史的景観に配慮をした整備を行った。
・（仮）吉原中央駅南自転車駐輪場の整備により、周辺の路上駐輪が減少し、自転車とバスの乗り継ぎが容易になった。
・吉原商店街振興組合だけでなく、NPO法人東海道・吉原宿、富士TMOタウンマネージメント吉原、富士山まちづくり会社、富士市民活動センター、富士市立高等学校ビジネス部など、吉原のまちづくりに関わる市民活動が定着し、全国
から視察や取材を受け入れるほどである。
・1期目から10年続いたアクセス性を向上させるハード面の整備は一定程度整った。
・誰もが安全・安心して商店街周辺を歩けるよう、バリアフリー基本構想に位置づけされた生活関連経路は整備を終えた。
・景観に配慮した建築物や屋外広告物の規制・誘導には至っていない。
・富士山周辺を訪れる観光客も来街するようになったが、普通自動車だけでなく、観光バスや自動二輪車が来街しやすい環境整備は十分とはいえない。

商店街のにぎわいの創出に対する満足度

中央図書館

ジャンボ

エンチョー

吉原

中央駅クロス

ガーデン

アピタ

吉原地区
（330ha）

吉原本町駅

富士

市役所

ジヤトコ前駅

本吉原駅

岳南原田駅

岳南鉄道

富士

体育館

吉原高校

吉原小

原田公園

今泉小

国道１３９号

富士

警察署

八坂神社

山神社

八幡宮

和田八幡宮
天神社

木之元神社 大型

案内板

【道路】伝法原田線（交差点）

【道路】依田原国道線

【地域創造支援事業】まちづくりﾗｼﾞｵ番組提供事業

【道路】左富士臨港線

【道路（ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化）】
吉原勢子辻線外9路線

【道路（歩道）】国久保二丁目1号線

【道路（自転車歩行者道）】
臨港富士線

【公園】吉原公園整備事業 【地域生活基盤施設】歴史案内板設置事業

【地域生活基盤施設】

（仮）吉原中央駅南自転車駐輪場

【事業活用調査】事業効果分析調査

【まちづくり活動推進事業】つけﾅﾎﾟﾘﾀﾝ推進事業

【交通安全施設等整備事業(地区一括)】

【あなたも商店主支援事業】

【吉原宿 一の市事業】

【東海道吉原宿宿場まつり事業】

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

▲道路(歩道)
国久保二丁目1号線

▲道路（自転車歩行者道）

臨港富士線

▲道路(ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ化)
吉原勢子辻線外9路線

▲公園

吉原公園整備事業［イメージ］

▲地域生活基盤施設

（仮）吉原中央駅南自転車駐輪場

▲地域生活基盤施設

歴史案内板設置事業

木之元神社、天神社、

八幡宮、和田八幡宮、

八坂神社、山神社

▲道路(地方道)
伝法原田線(交差点)

▲道路(街路)
左富士臨港線

▲道路(地方道)
依田原国道線

▲まちづくり活動推進事業

つけﾅﾎﾟﾘﾀﾝ推進事業

▲地域創造支援事業

まちづくりﾗｼﾞｵ番組提供事業


